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森のようちえん全国交流フォーラム inぎふ実行委員会事務局 

担当：小野（NPO法人グリーンウッドワーク協会）メールアドレス：forum2019@morinoyouchien.org 

 

11 月 2日～4日のフォーラム期間中の連絡先 

担当；河合（本部：０８０－２６６６－２７９６ or ０９０－３５５５－２０１０） 

 

 

 フォーラム期間中、実行委員会からのお知らせ等を facebookと twitterで随時アップしていきます。 

 ぜひ、フォローをお願いします。 

 

 

 

https://www.facebook.com/moriforum2019/       https://twitter.com/gifu_mori_ntw/    

 

参加の手引き 
 

※お手元に届いたら、すぐにご一読ください。カラーの概要版を全国ネットワーク 

公式サイトに掲載しますので、必要な方はダウンロードして、ご持参ください。 

このたびは、「第 15 回森のようちえん全国交流フォーラム in ぎふ」にお申込みいただき、誠にありがとう

ございます。 

本紙は、ご参加いただくにあたり、必要な事項をまとめております。ご確認よろしくお願いいたします。 

 

実行委員、スタッフ一同スムーズな運営と、ご参加いただくみなさまが心地よく過ごし、実りある学びと、

素敵な出会いのある場になるよう尽力してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

実行委員長 浅井 智子 

＜変更点＞ 

 

下記のとおりスケジュールの一部を変更させていただきます。お帰りの時間がある方は、 

ご注意ください。 

 

 ◆11月 3日(日)分科会Ｃの時間 

（変更前） １５：００～１７：００ 

  ↓ 

（変更後） １５：１５～１７：１５ 

   

 

◆11月 4日（月・祝）のフリー分科会の受付方法 

（変更前） 参加希望のフリー分科会を 11月 3日の受付時に申込み 

 ↓ 

（変更後） 当日（11月 4日）、参加希望のフリー分科会の会場にて受付名簿に記名 
  

＜問合せ先＞ 

mailto:forum2019@morinoyouchien.org
https://www.facebook.com/moriforum2019/
https://twitter.com/gifu_mori_ntw/
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1. 開催要項 
 

１．趣 旨    

これまで過去 14回に渡る「森のようちえん全国交流フォーラム」の開催を通し、社会において幼児期の自然

体験の必要性の認知が進み、日本中に様々なスタイルの森のようちえんが誕生しています。 

 そのような状況の中、国は幼児教育無償化の方針を掲げたことで実践者のみならず、行政や研究者にとっても

「森のようちえん」の在り方について、今一度考える機会となっています。 

 「第 15回森のようちえん全国交流フォーラム inぎふ」においては、実践者(民)、研究者(学)、行政(官)が 

タッグを組み、「森のようちえん」の“根っこ”と、“今”を感じながら、それらの原点に立ち返り、森での遊び

や育ちについて考え、その魅力を全国に発信します。 

 また、本フォーラムの開催を通じて、岐阜県が推進する「ぎふ木育」の取り組みを併せて全国に発信します。 

 

２．テーマ  森のようちえんってなんだっけ？ ～みんなちがってみんないい～ 今を感じる 3日間 

   

３．期 日  令和元年 11月 2日（土）・3日（日）・4日（月・祝） 

 

４．会 場  岐阜県立森林文化アカデミー（〒501-3714 岐阜県美濃市曽代８８） 

 

５．主 催  「森のようちえん全国交流フォーラム inぎふ」実行委員会 

 

６．共 催  ＮＰＯ法人森のようちえん全国ネットワーク連盟、ぎふ森 遊びと育ちネットワーク、岐阜県 

 

７．後 援  岐阜県教育委員会、美濃市、美濃市教育委員会、公益社団法人国土緑化推進機構、公益社団 

法人岐阜県緑化推進委員会、公益財団法人森林文化協会、生活協同組合コープぎふ 

 

８．特別協賛 一般財団法人セブン-イレブン記念財団 

 

９．協 賛  公益財団法人十六地域振興財団、株式会社大垣共立銀行、コールマンジャパン株式会社、株式会

社モンベル、森を育む紙製飲料容器普及協議会 

 

10．対 象  「森のようちえん」の実践者及び興味関心のある者 

幼児教育・保育・子育て支援等の関係者、行政関係者、研究者、学生、青少年教育施設職員、 

自然体験活動団体や森林環境教育団体等のスタッフ 

 

11．持ち物  参加の手引き（手元にあると便利です。必ずご持参ください！） 

飲料（会場に自動販売機はありません。湯茶コーナーは設置しますが持参をおススメします！） 

       昼食（11月 2日の昼食はご用意していませんので、必要な方はご持参ください。） 

       筆記用具・メモ帳（分科会によっては資料配布がない場合がありますのでメモ帳は必須です。） 

       防寒具（朝・夕は冷えます。長袖の羽織るもの、ひざ掛けがあると便利です。） 

       動きやすい靴（会場間の移動が多いです。動きやすい靴での参加をおススメします。） 

手さげ袋（当日配布される資料の持ち運びに必要な方はご持参ください。） 

雨具（野外の分科会に参加される方は雨合羽は必須です。傘は目印を付けるなどの対策を！） 

懐中電灯（森林文化アカデミー構内は夜になると真っ暗です。携帯でもライトはつきますが、 

     懐中電灯があると便利です。両手が使えるヘッドライトがおすすめです。） 

       モバイルバッテリー（アカデミー構内は携帯の電波が入りにくいため電池の消耗も激しいです。 

                  持参されると便利です。） 

        マイ食器（マイ箸、マイカップ等のマイ食器のある方は、ご持参ください。） 

        名刺（これは一番忘れてはいけないものです。フォーラムを通じて交流したい！と思える人数分 

          の名刺をご持参ください。） 

        

       その他、分科会やキッズプログラム毎に必要な持ち物がございます。そちらの情報もご確認 

ください。 
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2. 受付について 
 

・来場されましたら、必ず受付にて名札、資料、会場案内図をお受け取り下さい。 

 

・受付場所は、「①全日程参加者・前半参加者」と「②後半参加者・日帰り（３日のみ）参加者」の参加形態 

により異なります。下記のＭＡＰをご確認のうえ、お間違えのないようお越しください。 

 

・11月 4日（祝・月）について、フリー分科会に参加される方は、直接、分科会会場へお越しください。 

  なお、フリー分科会に参加されない方は、9:50までに森の情報センターへお越しください。 

  

・お子さんがキッズプログラムに参加される方は、受付終了後、「森のコテージ」に集合してください。 

  （詳細は、キッズプログラムのページをご確認ください。） 

  なお、キッズキャンプに参加される方も、「森の情報センター」にて受付を行います。 

 

１．全日程参加者・前半参加者 

日 時：11月 2日（土）11：45～ 

 場 所：県立森林文化アカデミー 森の情報センター前にて 

 

２．後半参加者・日帰り（３日のみ）参加者 

  日 時：11月 3日（日） 8：00～ 

場 所：県立森林文化アカデミー アカデミーセンター（事務局）前にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

3. スケジュール 

【11月 2日（土）】  

時 間 プログラム 内 容 

11:45～12:30 ＜受付＞ ★森の情報センター前 
・名札、資料、会場案内図の配布 
・手荷物置き場を案内 

12:40～13:25 
13:30～13:50 
13:55～15:15 
15:30～16:50 
16:50～17:10 
17:10～17:30 

・全体ワークショップ 
・開会式（開会宣言、挨拶） 
・基調講演 
・特別講演 
・全国ＮＷ連盟からのお知らせ 
・事務連絡 

★メイン会場：森の情報センター 
★サテライト：森の工房 
開会宣言：浅井智子（実行委員長） 
挨  拶：古田肇岐阜県知事 ほか 
基調講演：涌井史郎氏（森林文化アカデミー学長) 
特別講演：竹内洋岳氏（プロ登山家・立正大学 客員教授） 

18:00～20:00 
18:30～19:30 
19:30～ 

GIFUナイトセッション(夕食) 
・ｼｮｰﾄ分科会 
・ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ 

★森の情報センター 
・県内関係者を主とした６つのショート分科会（１時間） 
・県内の森のようちえん等を紹介するポスターセッション 

21:30 日程終了 

 ★GIFU ナイトセッションのショート分科会、ポスターセッションは自由参加となっています。ショート分科会への

参加を希望される方は、当日、受付にてお申し込みください。 

ただし、受付の状況により希望のショート分科会にご参加できない場合がございますので予めご了承ください。 

 

【11月 3日（日）】  
時 間 プログラム 内 容 

8:00～ ＜受付＞ 
・アカデミーセンター（事務局） 

・名札、資料、会場案内図の配布 
・手荷物置き場を案内 

9:00～11:00 分科会Ａ Ａ①～Ａ⑩から選んで参加 

11:00～12:30 休憩・昼食 ランチタイムＬＩＶＥ：鈴木翼氏 
～子どもも大人も歌って遊ぼう♪～ 

12:30～14:30 分科会Ｂ Ｂ①～Ｂ⑪から選んで参加 

14;30～15:15 休憩・移動  

15:15～17:15 分科会Ｃ Ｃ①～Ｃ⑩から選んで参加 

17:15～18:00 フリータイム  

18:00～20:00 大交流会 ★森の情報センター 
ＬＩＶＥ①：やじぃ＆かむあそうトライブス 

ＬＩＶＥ②：ウクレレ隊「森のようちえんの歌」 

21:30 日程終了 

★休憩やフリータイムに、森のようちえん全国ネットワーク連盟理事による「よろず相談コーナー」を実施します！

気軽にご参加ください。 

★大交流会のフィナーレで「森のようちえんの歌」をみんなで歌います！ 

ウクレレを始めとした楽器をお持ちの方はぜひ持ち寄って、岐阜のウクレレ隊と一緒に演奏しましょう♪ 

 

【11月 4日(月・祝)】 

時 間 プログラム 内 容 

8:30～9:30 フリー分科会 Ｆ①～Ｆ⑭から選んで参加（自由参加） 

10:00～11:45 ・トークセッション 
・ふり返り 

★森の情報センター 
トークセッション（内田幸一氏×浅井智子氏） 

11:45～12:00 休憩  

12:00～12:30 閉会式 
・スライドショー上映 
・横断幕引き継ぎ 
・閉会の言葉 
・全体写真撮影 

★森の情報センター 

12:30～ 全日程終了・昼食配布  

 ★フリー分科会は自由参加となっています。参加を希望される方は、当日、希望される分科会の会場にて、受付 

名簿にお名前を記載のうえ、ご参加ください。 

ただし、会場の定員に達した場合、希望の分科会にご参加できない場合がございますので予めご了承ください。 

★フリー分科会に参加されない方は、9:50 までに「森の情報センター」までお越しください。 
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4. 各種分科会会場 
※分科会によっては、定員いっぱいのお部屋もございます。つめてお座りください。 

※当日配布する、名札に記載されている分科会にご参加ください（当日の変更は対応し兼ねます。 

ご了承ください） 

※開始時間 5分前には、ご着席いただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

※会場については当日各自にお配りする名札にも記載されておりますのでご確認ください。また会場や野外の

分科会の集合場所に変更等が生じた場合には、当日改めてお伝えいたします。 

 ※筆記具、メモ等、飲み物はどの分科会でも各自ご持参下さい。 

 ※野外の分科会では汚れてもいい服装、履きなれた靴、天気により合羽等雨具のご持参をお願いします。 

 

＜ショート分科会＞ 11 月 2日（土）18:30～19:30 

番号 タイトル・講師・≪持ち物≫ 会 場 

Ｇ－１ 「お母ちゃんが語る 森のわらべ」 

 

講師：森のわらべ おひさま（自然育児 森のわらべ多治見園 保護者の皆さん） 

♠１ 

テクニカル 

センターＡ 

 

Ｇ－２ 「木育カフェ ～ぎふの木で“ものづくり”しながらおしゃべりしましょう～」 

 

講師：吉田理恵氏（NPO musubi 代表） 

≪汚れてもよい服装≫ 

★２ 

森の情報センター 

 

Ｇ－３ 「子ども×地域のプロの新たな可能性～陶芸作家と共に、土とあそび、土を焼く～」 

 

 講師：島田篤氏（陶芸作家） 

厚川文子氏（陶芸作家） 

♠２ 

テクニカル 

センターＢ 

Ｇ－４ 「“Ich（わたし）”が大事“Du(あなた）”が大事 ドイツのみんなで語り合う保育」 

 

講師：森田彩虹氏 

♠４ 

林業機械学習棟 

 

Ｇ－５ 「夜は友だち～ネイチャーゲームであじわう夜の森～」 

 

 講師：原令子氏（岐阜県シェアリングネイチャー協会理事長） 

≪懐中電灯、敷物（小さめで良い）、靴、長袖・長ズボン、雨具（雨天でも野外に出

る事もあります）≫ 

◆３ 
演習林（野外） 
 

（集合場所：★２ 

森の情報センター前） 

Ｇ－６ 

 

 

「里山千年構想と森のようちえん」 

 

 講師：山田夕紀氏（美濃加茂市役所農林課） 

★１ 
森の工房 

※会場欄に記載されている記号・番号は、Ｐ１２・１３の会場ＭＡＰを参照ください。 

カラー版はネットワーク公式サイトからダウンロードできます。また、当日、受付でも配布します。 

 

＜ポスターセッション＞ ショート分科会終了後 

「岐阜県ってどんなところ？」と、実行委員会の所属団体を中心に参加者のみなさんに紹介するコーナーです。 

ポスターはフォーラム期間中展示していますが、それぞれの団体のメンバーに詳しく聞けるのはこの時間帯だけ！ 

ポスターの近くにメンバーが立っているときが根掘り葉掘り聞けるチャンスです♩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『展示団体(予定)』※展示団体は変更になる場合がございます。 

一般社団法人 MORIWARA 自然育児 森のわらべ多治見園 ／ 一般社団法人こどもの庭  自然育児 こどもの庭  

野外保育 森のようちえん じゃんぐる☆ぽっけ ／ いび森のようちえん こだぬき／ happy net みのかも 

野外自主保育  森のだんごむし ／ 森のようちえん くりくり ／ ぎふ森 遊びと育ちネットワーク  

NPO 法人グリーンウッドワーク協会 ／ 岐阜県（ぎふ木育 ／ 森林総合教育センター（仮称））／ 関市 
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＜分科会＞11 月 3日（日）分科会Ａ（９：００～１１：００） 

番号 タイトル・講師・≪持ち物≫ 会 場 

Ａ－① 
子ども 

× 
発達 

「感覚と動きの発達理論と森の環境〜子どもは与えられた環境に適応する〜」 
 
講師：灰谷孝氏（株式会社 innochi 代表取締役 CEO） 

 

♠１ 

テクニカル 

センターＡ 

 

Ａ－② 
子ども 

× 
保育 

「知っておこう！命が喜び、個性が伸びる未来へ繋ぐ、保育三種の神器」 
 
講師：澤田有心子氏（Being up 協会代表） 

 

１ 

多目的室 

Ａ－③ 
子ども 

× 
居場所 

「生きてるだけですごいんだ 〜子どもの命を真ん中におく居場所づくり〜」 
 
講師：西野博之氏（NPO法人フリースペースたまりば理事長） 

 

♠４ 
林業機械学習棟 

Ａ－④ 
子ども 

× 
学び 

「市民の一歩が教育を変える ～色んな教育をツクって未来をツクル～」 
 

講師：一尾茂疋氏(自主学校 瀬戸ツクルスクール運営責任者) 
 

４ 
２Ｆ講義室Ｂ  

 
Ａ－⑤ 
自然 
× 

親子 

＜森林総合教育センタープログラム＞ 
「森のおやこさんぽ」 
 
 講師：篠木眞氏（小宮ふるさと自然学校校長） 

篠木理恵氏（子育てのんきサロンぶひぶひ） 
萩原・ナバ・裕作（岐阜県立森林文化アカデミー） 

≪動きやすい服装、着替え（必要な人）） 
 

◆３ 
演習林（野外） 
 
（集合場所： 
★２ 森の情報
センター前） 

Ａ－⑥ 
自然 
× 

遊び 

「遊びながら感じる「火」と「人」の繋がり① ～炎を生み出す～」 
 
講師：川口拓氏（WILD AND NATIVE 代表） 

≪軍手、ペットボトルの水≫ 
 

２ 
森のコテージ前 
（野外） 
 
（集合場所： 
★２ 森の情報
センター前） 

Ａ－⑦ 
自然 
× 

観察 

「樹木も人も、みんながハッピーであるために～生き物だからうれしいことと 
いやなことがある～」 
 
講師：三戸久美子氏（NPO法人樹木生態研究会 副代表理事） 
≪ハイキングできるくらいの服装と靴。帽子。必要に応じて、防寒具、雨具、

手袋、デジカメ、双眼鏡、ルーペなど。≫ 
 

◆３ 
演習林（野外） 
 

（集合場所： 

★２森の情報セ

ンター前） 

Ａ－⑧ 
運営 
× 

森の 
ようちえん 

「森のようちえん今とこれから」 
 
講師：内田幸一氏（森のようちえん全国ﾈｯﾄﾜｰｸ連盟 理事長）  

（認定子ども園 野あそび保育みっけ） 
 

♠２ 
テクニカル 
センターＢ 

Ａ－⑨ 
運営 
× 

連携 

「聴きあう場が育ちあう場をつくる ～トエックのようちえんと小学校 
 その理念と日常～」 
 
講師：利根清子氏（トエックのようちえん） 

仲本桂子氏（トエック自由な学校 

渡辺有紀氏（自然スクールトエック） 

 

★１ 
森の工房 

Ａ－⑩ 
運営 
× 

安全 

「緊急性の判断基準や、気になるケガの手当～救急車到着までにできること～」 

 
講師：寺田達也氏（ウィルダネスメディカルアソシエイツジャパン） 

≪動きやすい服装≫ 
 
 

２ 
１Ｆ会議室 
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＜分科会＞11 月 3日（日）分科会Ｂ（１２：３０～１４：３０） 

番号 タイトル・講師・≪持ち物≫ 会 場 

Ｂ－① 
こども 

× 
発達 

「視機能の発達と自然環境 〜視覚は生まれてから身につける機能・感覚から 

認知への成長とは〜」 
 
講師：灰谷孝氏（株式会社 innochi 代表取締役 CEO） 

２ 
１Ｆ会議室 

Ｂ－② 
こども 

× 
森の 

ようちえん 

「森のようちえんの日々から考える」 
 
講師：小林成親氏（山の遊び舎はらぺこ） 
   沼倉幸子氏（森のようちえんはっぴー） 
   山口美和氏（上越教育大学大学院） 

５ 
２Ｆ講義室Ｃ 

Ｂ－③ 
こども 

× 
保育 

「おとなのつもり 子どものつもり」 
 
 講師：柴田愛子氏（りんごの木代表） 
 

♠１ 

テクニカル 
センターＡ 

Ｂ－④ 
こども 

× 
保育 

「森のようちえんゼミナール 〜環境ってナンだ？〜」 
 
講師：小西貴士氏（写真家・森の案内人） 

鈴木秀弘氏（わこう村 わこう保育園副園長） 
久保健太氏（関東学院大学教員） 

★１ 
森の工房 

Ｂ－⑤ 
コミュニ 

ケーション 
× 

こども 

「子どものことをもっと知りたいと思ったときの聞き方」 
 
講師：原康子氏（認定 NPO法人ムラのミライ研修事業チーフ） 

 

♠４ 
林業機械学習棟 

Ｂ－⑥ 
コミュニ 

ケーション 
× 

運営 

「非構成な場でのスタッフの専門性とは？」 
 
講師：伊勢達郎氏（NPO法人自然スクールトエック代表） 

 

１ 
多目的室 

Ｂ－⑦ 
自然 
× 

運営 

＜森林総合教育センタープログラム＞ 
「みんなで木を伐っちゃおう ～林業からみるチームビルディング～」 
 
講師：新津裕氏（岐阜県立森林文化アカデミー） 

≪グリップがあり履き慣れた靴（サンダル・クロックス NG）・手袋（軍手可）≫ 
 

◆３ 
演習林（野外） 
 
（集合場所： 
★２ 森の情報
センター前） 

Ｂ－⑧ 
自然 
× 

コミュニ 
ケーション 

「遊びながら感じる「火」と「人」の繋がり②～炎を育てる～」 
 
講師：川口拓氏（WILD AND NATIVE 代表） 

≪軍手、ペットボトルの水≫ 
 

２ 
森のコテージ
（野外） 
 
（集合場所： 
★２ 森の情報
センター前） 

Ｂ－⑨ 
自然 
× 

遊び 

「実践！森の音さがし ～デカ耳持ってみつけにはいろう～」 
 
講師：前田昌輝氏・前田絢子氏（ケルト音楽演奏家） 
≪汚れても良い、軽い山歩きができる服装≫ 

 

◆３ 
演習林（野外） 
 
（集合場所： 
★２ 森の情報
センター前） 

Ｂ－⑩ 
運営 
× 

行政 

「行政とタッグを組む！その時の実践者の心得～鳥取と岐阜の取組みより～」 
 
講師：西村早栄子（智頭町森のようちえん まるたんぼう） 

浅井智子氏（一般社団法人 MORIWARA 代表理事） 
（自然育児 森のわらべ多治見園 園長）    
  

♠２ 

テクニカル 

センターＢ 

Ｂ－⑪ 
運営 
× 

安全 

「日常の保育で出逢うかもしれない危険生物の事故予防 
～ハチ・ヘビ・ウルシなどへの対応～」 

 
講師：西海太介氏（セルズ環境教育デザイン研究所） 
   白濱真友氏（セルズ環境教育デザイン研究所） 

 

４ 
２Ｆ講義室Ｂ 



8 

 

＜分科会＞11月 3日（日）分科会Ｃ（１５：１５～１７：１５） 

番号 タイトル・講師・≪持ち物≫ 会 場 

Ｃ－① 
子ども 

× 
発達 

「人間脳を育てる〜発達障害の改善と可能性を理解する原始反射について〜」  
 
講師：灰谷孝氏（株式会社 innochi 代表取締役 CEO） 

 

１ 
多目的室 

Ｃ－② 
子ども 

× 
森の 

ようちえん 

「森のようちえんって何だっけ？～みんなちがってみんないい～」 
 
 コーディネート：塚本岳氏（森のようちえん「こそあどの森」） 
講師：NPO法人森のようちえん全国ネットワーク連盟理事 

中能孝則氏（（公財）社会教育協会） 
野沢俊策氏（NPO法人ネイチャーマジック・森のようちえんさんぽみち） 
横田聖美氏（地方裁量型認定子ども園・Fuji 子どもの家ﾊﾞﾝﾋﾞｰﾉの森） 

 

♠４ 
林業機械学習棟 

Ｃ－③ 
子ども 

× 
育ち 

「心をひらいて 学んで 育つ 〜３年保育「幼児の学校」と 
フリースクール「小学部」の実践から見えてきたこと〜」 
 
講師：小倉宏樹氏・小倉のぶ氏（よみたん自然学校） 

 

★１ 

森の工房 

Ｃ－④ 
子ども 

× 
行政 

「拡がる、深まる。自治体による「森と自然を活用した保育・幼児教育」支援〜
「森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク」参画自治体の現状と展望〜」 
  
 コーディネート：木俣知大氏（国土緑化推進機構 
講師：森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク 

    長野県、広島県、鳥取県、長野県東御市 
    

４ 
２Ｆ講義室Ｂ 

Ｃ－⑤ 
コミュニ 

ケーション 
× 

自然 

「森に行くと本能で助け合った〜つながりからまじわりへ〜」 
 
 講師：池田尚氏（諫早市子どもの城 館長） 
≪楽しむ気持ち≫ 
 

２ 
１Ｆ会議室 

Ｃ－⑥ 
自然 
× 

観察 

＜森林総合教育センタープログラム＞ 
「歩く植物図鑑 ～森のおじさんと感じる気づき～」 
 
講師：川尻秀樹氏（岐阜県立森林文化アカデミー） 

≪双眼鏡、長袖、長ズボン、歩きやすい靴≫ 
 

◆３ 
演習林(野外) 
 
（集合場所： 
★２森の情報
センター前） 
 
 

Ｃ－⑦ 
自然 
× 
親 

「〈親〉になる」ことを支えるために 
～保護者に寄り添う営みを“森”から考える～ 
 
講師：小菅江美氏（森のようちえんてくてく園長） 

山口美和氏（上越教育大学大学院） 
 

♠２ 

テクニカル 

センターＢ 

Ｃ－⑧ 
自然 
× 

カメラ 

「森おどれば地球ほほえむ！～レンズごしに見える瞳の奥の輝き～」 
 
講師：佐藤範裕（チャル）氏（カワキタフィルム）  

 

♠３ 
風の円居 

Ｃ－⑨ 
運営 
× 

コミュニ 
ケーション 

「トエック流 聴きあう場のつくり方」 
 
講師：伊勢達郎氏（NPO法人自然スクールトエック代表） 

 

♠１ 
テクニカル 
センターＡ 

Ｃ－⑩ 
運営 
× 

安全 

「事故事例から考える、自然保育・園外保育のリスクマネジメント 
～事故を未然に防ぐには？適切な応急処置とは？～」 
 
講師：渡辺直史氏（プラムネット(株)アウトドア共育事業部） 

 

５ 
２Ｆ講義室Ｃ 
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＜フリー分科会＞ 11月 4日（祝・月）8：30～9：30 

※フリー分科会は参加者の皆さんの中から有志でエントリーされた方の分科会です。 

 現時点では実施予定ですが、講師の方の都合等により当日実施されないこともあります。 

※ここに記載しきれなかった持ち物や連絡などが出た場合には、Facebook 等でお知らせいたします。 

 

番号 タイトル・講師・≪持ち物≫ 会 場 

Ｆ－① 
 

「笑顔満開国が支えているデンマークの森のようちえん」 
 
中能孝則氏（（公財）社会教育協会） 
 
 
 
 
 

 

♠４ 
林業機械学習棟 

Ｆ－② 
 

「安全認証制度がやってきた！〜みんなの不安や疑問一緒に話しませんか？〜」 

 

 塚本岳氏（あいち森のようちえんネットワーク：代表） 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 
１F講義室 A 

Ｆ－③ 
 

「おしえて！～森のようちえん１期生の育ちについて～」 
 
越智久美氏（海の見える森のようちえん かぜのこ） 
 
 
 
 
 
 
 

 

★１ 
森の工房 

Ｆ－④ 「抱っことおんぶと姿勢の話」 
 
杉浦美里（けせんぬま森のおさんぽ会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪普段使っている抱っこ紐やおんぶ紐があればお持ちください≫ 
 

♠３ 
風の円居 

Ｆ－⑤ 「自然が育む大切なもの」 
 
新田章伸氏（NPO法人里山倶楽部） 
 
 
 
 
 
 
 
 

♠１ 
テクニカル 
センターＡ 

デンマークを 25 年間訪問して学ばせていただいた「森のようちえん」様子や制度や考

え方などを報告させていただき、共に学ばせていただいたと思います。 

 

今年度から始まった「安全認証制度」この制度に関するみなさんの疑問や、感じてい

るメリットもしくはデメリットをざっくばらんに話し合ってみませんか？ 

※理事の方の参加大歓迎！！ 

 

大人の側に想いがあっても、文化がまだ根付いていない状態の立ち上げ期。一期生

の子たちはどのように育っていくのでしょうか。一年目を経験したことのある方、一期

生の保護者の方などの経験談やアドバイスを伺えたら嬉しいです。 

 

0・1・2 歳児の実践者・保護者に聞いてほしい！抱っこ紐の使い方は大丈夫？赤ちゃ

んにもママにも心地がいい抱っこ・おんぶの仕方、身体や発達への影響などをお伝え

します。防災にも役立つさらしおんぶも！ 

 

 

 

自然とはなんでしょう。なぜ自然の中で？ 自然は子育てに良い環境と考えるだけで

はもったいない。自然体験、里山体験活動20年の実践から得たことを紹介、意見交換

して、森のようちえん活動を深めるお役に立てればと思います。 
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Ｆ－⑥ 「大人も子どもも幸せな保育 A to Z」 
 

Happy NC Labo～幸せな保育研究所～（森のようちえんウィズ・ナチュラ） 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
≪焚火ができる服装≫ 
 

◆４ 
NABar 

Ｆ－⑦ 「森の小学校とさ自由学校の挑戦」 
 
難波佳希氏（とさ自由学校）  
 
 
 
 
 
 
 

 4 
２F講義室 C 

Ｆ－⑧ 
 

「森にも人にも優しい活動を～森のようちえん活動と「Leave no trace」～」 
 
井上恵里氏（（公財）ひの社会教育センター） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 2 
１F会議室 

Ｆ－⑨ 「教育の原理を「自然と人」へ転換して行く必要性の提案」 
 
椿坂俊夫氏 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

♠2 
テクニカル 
センターB 

Ｆ－⑩ 「森のようちえんを思いっきり楽しむグッズ情報交換」 
 
 才賀美奈氏（おさんぽの会*ててて*）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★１ 

森の工房 

〝子どもたちには自分の人生、自分の命を大切にして幸せに生きてほしい〟と願う

あなたは、自分を生きる幸せな大人ですか？保育（教育）はスキルではなく自分の在

り方や生き方そのもの。保育の質は、私の質でもあるのです。大人も子どもも幸せな

保育、教育って？自然の中で焚き火を囲みながら、一緒に語り合いませんか。 

2019 年 4 月に開校した、「森のようちえん」の次となる小学校の挑戦について

話します。みなさんと対話しながら過ごせたらと思います。 

子どもにも自然にも優しい活動を推進していきたい方・実施している方 にオススメ！

環境負荷を和らげながら実施する森のようちえんについて、 実践報告と提案を行 い

ます 。今流行りの SDGｓをも実現可能で、持続可能な これからの森についてみん

なで考えませんか？ 

 

 

昨年は人の生体の仮説実験を交えて「人と自然」か「自然と人」かを一緒に考えたいと

提案しました。今年は 一歩進めて「自然と人」へ転換する必要性を提案し一緒に考え

たいと思います。 

 

 

「装備をととのえることで子どもたちは何倍も森（自然）を楽しめる!!」 

くつ・雨具・雪遊び服装・宝物ぶくろ等（グッズ） のアイデアやおすすめ品について全

国の皆さんと情報交換する場所を作りたいと思います。 

 

 



11 

 

Ｆ－⑪ 森のようちえんの遊びと学び 
ー 保育・幼児教育の原点  ナチュラル・キンダーガーデン ー 

 
金子 龍太郎 (龍谷大学)  
西澤 彩木(せた♪森のようちえん) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 5 
２F講義室 B 

 
Ｆ－⑫ 

 

 
欠番  

Ｆ－⑬ 「森と生きるフィンランドの暮らしとフィンランドの幼稚園」 
 
原井綾子氏（フィンランドワークショップ omena） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 1 
多目的室 

Ｆ－⑭ 「私たち、小学校もやっています ～森のようちえんの次の展開は？～」 
 
小倉宏樹氏・小倉のぶ氏（よみたん自然学校） 
 
仲本桂子氏（トエック自由な学校） 
渡辺有紀氏（自然スクールトエック） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 6 
学生ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県大津市で活動する「せた♪森のようちえん」の実践から、森のようちえんの意

義を論じます。そこでは、森のようちえんが保育・幼児教育の原点だということをフレー

ベルや倉橋惣三の理論や今日の諸科学からの知見を基に解説します。 

 

子どもの学力世界一、世界一幸福な国と言われるフィンランド。そのフィンランドの幼

稚園で日本の保育士が１年間過ごして気づいた”穏やかな空間”とは？日々を忙しく

過ごしている人は肩の力を抜いて”穏やかな時間”を共有しましょう。 

 

 

設立 34 年目トエックと設立 16 年目よみたん自然学校の実践現場スタッフによるざっく

ばらんな座談会。それぞれの団体の特色・違いをあらわにしながら、生の声をお届け

します。子育ても教育も答えはひとつじゃないから面白い。  
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5. 交通アクセス 

 

 ▼シャトルバスの運行  

  宿泊を申し込まれた方は、下記のシャトルバスをご利用いただくことができます。 

  ①ＪＲ岐阜駅西側じゅうろくプラザ前 ⇔ 森林文化アカデミー（無料） 

乗車・降車場所：JR岐阜駅西側じゅうろくプラザ前 

※JR岐阜駅中央改札口を出て、エスカレータ－で１階へ。 

1階中央北口を出て西へ徒歩 5分。      

<時刻> ＪＲ岐阜駅 → アカデミー アカデミー → ＪＲ岐阜駅 

2 日（土） 10:45発   

3 日（日）   

4 日（月・祝）  13:45発  

  ※１１月３日（日）はシャトルバスは運行しませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  11 月 2日のシャトルバスは 10:45 に出発します。万が一乗り遅れた場合は、下記の電車をご利用ください。 

  なお、時刻表はダイヤ改正となる場合がございますので、必ずご確認ください。 

 

  ★ＪＲ岐阜駅 11:08発－美濃太田駅（ＪＲ高山線）11:28着・11:34発－梅山駅（長良川鉄道）12:07着 

   梅山駅から森林文化アカデミーまで徒歩 10分 

                            

  ②森林文化アカデミー ⇔ 宿泊施設（無料） 

   指定の宿泊施設をご利用される方を対象に、森林文化アカデミーまでシャトルバスを運行します。 

＜時刻表＞ 宿泊施設 → アカデミー アカデミー → 宿泊施設 

2 日（土）  ①19:00 発／ ②20:30発 ／ ③22:00発 

3 日（日） 8:00発  ①17:45 発／ ②20:30発 ／ ③22:00発 

4 日（月・祝） ①7:45発 ／ ②9:00発  

・２日（土）、３日（日）の宿泊施設行きは③22:00が最終便となります。 

なお、ＪＲ岐阜駅行きは運行しませんので、ご注意ください。 

・４日（月・祝）のフリー分科会に参加を希望される方は①7:45発にご乗車ください。 

シャトルバス乗降場 
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▼森林文化アカデミーへ直接お越しになる場合は、下記のサイトからアクセス情報をご確認ください。 

https://www.forest.ac.jp/about/access/ 

 

▼車でお越しになる場合  

・東海北陸自動車道・美濃 ICより約 10分です。美濃 ICを出た後、国道 156号を北上してください。 

「曽代」交差点で右折、トンネルを出てすぐ左折すると表示があります。 

  〈参考〉ナビ設定：「美濃市曽代８８」と入力 

 

  ・駐車場は下記のＭＡＰに記載されている   のマークの駐車場をご利用ください。 

一番離れた駐車場から、会場までは徒歩で 10分～15分程要しますので、お時間にゆとりを持ってお越し 

ください。 

   

  ・未就園児、幼児のお子さんを連れてご参加の方は、   のマークの駐車場をご利用いただくこともでき 

ます。ただし、後半参加者・日帰り（３日のみ）参加者で、未就園児、幼児を連れてご参加される方は、

逆に受付から遠くなりますので、  のマークの駐車場をご利用されることをオススメします。 

 

  ・11月 3日（日）に限り    のマークの臨時駐車場をご利用いただくことができます。 

 

 

 P 

「曽代」交差点 

 P 

受付（11/2） 

受付（11/3） 

ｷｯｽﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ集合場所 

 P 臨 

 P 臨 

長
良
川 

至 岐阜市 

至 郡上市 

R156 

道の駅「美濃 

にわか茶屋」 

 

長良川鉄道 
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6. 食事について 

・食事はキッチンカー等による出店方式となります。 

 

・朝食の準備はしておりません。各自、宿泊施設等で済ませてご参加ください。 

 

・配膳時にアレルギー表示を行いますが、特別食の準備はできません。 

 

・「大交流会」における乾杯用ドリンクは大交流会費に含まれます。アルコール類については、各自でご購 

入いただきます。（ソフトドリンクはフリードリンクとなります。） 

   なお、未成年者、自動車や自転車を運転される方へのアルコール類の提供・販売は行いません。 

 

・プラスチックゴミの削減（No Plastic）のため、プラスチック製品の使用についてはできる限り配慮しています。 

 

・使い捨ての飲料容器等の使用削減のため、マイはし・マイカップ使用の取り組みにご協力願います。 

 

・11/2（土）の夕食 18:00～20:00、11/3（日）の昼食 11:00～12:30、11/4（月・祝）の昼食代金は、参加費に含ま 

れております。 受付時にお配りします「もぐもぐまっぷ」を参考に、各自食事を済ませてください。 

 

・出店の中には、現金精算の商品も（飲料、菓子、雑貨等）ございますのでご注意ください。     

 

7. 宿泊される方へ 
・宿泊施設は別紙の宿泊情報をご確認ください。部屋割りについては、当日の受付にてお知らせします。 

 

・宿泊施設に夕食は付いていません。したがって、11月 3日（日）に宿泊される方で、「大交流会」に参加 

されない方は、夕食は各自で済ませてください。 
 

8. キャンセル規定 

・「フォーラム」への参加をキャンセルされる場合は、実行委員会事務局まで「キャンセルされる方の全員

のお名前・宿泊の有無・キッズキャンプ参加の有無」を必ずご連絡ください。 

（メールアドレス：forum2019@morinoyouchien.org） 

 

・「キッズキャンプ」への参加をキャンセルされる場合は、NPO法人メタセコイアの森の仲間たちまで必ず 

ご連絡ください。（メールアドレス：staff@metamori.org） 

 

・「宿泊」をキャンセルされる場合は、㈲ＫＵトラベルＢＯＸまで必ずご連絡ください。 

（メールアドレス：ku@box.email.ne.jp） 

 

・キャンセルについては下記の規定に基づき、キャンセル料が発生します。 

なお、お支払い後にキャンセルのご連絡を頂いた場合には、振込手数料を差し引いいた額を返金します。 

   ●キャンセル料 （フォーラム開催日から起算されます） 

２１日前 

まで 

２０〜 

８日前 

７日〜 

２日前 

前日 当日又は無連絡不参加 

無料 費用の２０% 費用の３０% 費用の５０% 費用の１００% 

 

mailto:forum2019@morinoyouchien.org
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９．その他 
・期間中の「インフォメーション」について 

本フォーラム期間中は、森の情報センターに本部事務局を設置します。 

また、11月 3日（日）は、学生ホール前ウッドデッキに案内所を設置します。 

緊急時や不明点、問題点等ございましたら、お越しください。 

また「インフォメーションボード」をご用意し、変更事項等あった場合は、ご案内いたします。 

 

・名札について 

本フォーラム開催中は、必ず名札を付けてください。「参加証」代わりとなります。また解散時にはケースに 

回収いたします。 

 

・途中で帰られる方は 

やむを得ず、本フォーラムの途中で帰られる方は、本部事務局（森の情報センター）までお申し出ください。 

その際は名札をご返却ください。なお、その場合、参加費の返金は行いませんので、予めご了承ください。 

 

・アンケートのご協力 

お帰りの際に回収いたしますので、忌憚なくご意見をお書きください。 

 

・周辺環境・場内環境について 

ぎふフォーラムでは、事務局がすべてのことをお膳立てするのではなく、参加者がその場で体験し考え知恵

を出し合い、出会う仲間とともに創ることを大切にして、フォーラムを実施したいと考えています！ 

従って、さまざまな点でご不便が生ずることをご理解ください。 

たとえば… 

・会場と宿泊施設は分かれており、徒歩での移動は困難です。 

 

・会場の森林文化アカデミー内には飲食店や自動販売機はありません。 

 

・最寄りのコンビニまでは徒歩で１０分ほどかかります。 

 

・買い物が可能な美濃市市街地までは、徒歩で３０分ほどかかります。 

 

・会場内では、場所によっては携帯電話の電波の入りにくい場合もあります。この適度に不便な自然環境の

中で、「森のようちえん」の“根っこ”と、“今”を感じられる時間をみなさんと共有できることを、楽し

みにしています。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

環境美化 施設を大切に使用し、環境美化に努めてください。案内掲示等は指定された掲示板等に限ります。 

喫煙 
室内は禁煙です。喫煙は、喫煙コーナーなど灰皿のある場所に限ります。特に歩行中の喫煙・吸い

殻の投げ捨ては厳禁です。 

懇談会・会食等 
研修室内での食事は、原則としてできません。ただし、交流・交歓等のため、プログラム上必要な

場合は、所定の場所での飲食は可能です。 

備品類の破損 備品類を破損した場合は、本部事務局にご連絡ください。 

不審物・不審者 不審物・不審者を発見した場合は、お近くのスタッフにご連絡ください。 

貴重品の管理 
盗難・紛失防止等のため、貴重品は各自で管理してください。 

病気・怪我 

（救急車） 

急病やけが等で救急車を呼んだり、呼ぶ必要がある場合は、必ず本部事務局に連絡してください。 

 

 

10． 安全対策について  
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（1）行事保険について  

本フォーラムでは、万が一のケガや事故に備えて、お申込みいただいた方全員にかかる傷害保険に加入 

します。 

 ■傷害保険の補償内容（全ての対象者）  

死亡・後遺障害 6,500 千円 

入院 3,000 円／日 

通院  2,000 円／日 

 

(2)看護師の配置 

  本フォーラムでは、森のコテージに救護室を設置し看護師を配置します。 

 

(3)授乳コーナーの設置 

  本フォーラムでは、授乳中の方も安心してご参加できるよう、授乳コーナーを設置します。 

 

11．個人情報等について 

（１）個人情報 

・申し込み時に取得した個人情報は，本フォーラムに関わることにのみ使用し、それ以外の第三者への公開

及び譲渡は一切しません。 

 

（２）カメラ・ビデオ撮影 

・フォーラムにおける写真やビデオの撮影は可としますが、基調講演・特別講演、各種分科会での撮影及び

音声の録音は禁止します。ただし、講師が撮影等を許可される場合はこの限りではありません。 

 

・フォーラムにおける特定の個人への撮影は、本人の了解を得てください。 

・自分以外の者が写った写真を、SNSに掲載する際は、その者の了解を得てください。個人による SNSへの

掲載については、実行委員会は一切の責任を負いません。 

 

・実行委員会の指定する第三者が本フォーラムの運営及びプロモーション、記録、報告書作成のために写真

撮影・動画撮影し、掲載することがありますので、あらかじめご了承願います。 

 

・新聞やテレビ等の報道機関や雑誌等の取材が入る可能性があります。撮影されたくない方は、取材者に直

接その旨を伝えてください。 

 

（３）写真・動画の公開について 

フォーラム開催中に撮影しました写真、動画などにつきましては、実行委員会側でパンフレット、HP、 

twitter、facebook等の SNS などの広報活動、その他森のようちえんの普及・推進のために使用する事が 

あります。あらかじめご了承願います。ただし、氏名・住所は掲載・公開いたしません。写真、動画な 

どの使用に際し不都合のある方は、あらかじめ実行委員会事務局までご連絡ください。 

 

（４）公開日記について 

本フォーラムでは、みなさんの“今”を共有する場として、自由に書き込める大きな紙を「公開日記」と

して設置し、みなさんの交流がより深まる仕掛けを考えています。「公開日記」は、期間中 SNS等での発

信、報告書に掲載することがありますので、あらかじめご了承願います。 

 

12．団体パンフレットについて 
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・全国各地で「森のようちえん」等実施されている皆様は、その情報発信のひとつとして、団体紹介を兼ねた

パンフレットを置くことが可能です。 

11 月 2日（土）・4日（月・祝）：森の情報センター・森の工房 

  11 月 3日（日）：アカデミーセンター棟 学生ホール  

※期間中、施錠は致しません（夜間除く）。 

※設置および撤収は、各団体でお願いいたします。 

※壁新聞のようなものは展示できません。 

※設置場所に限りがございます。みなさま譲り合って設置いただけるよう、お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．キッズプログラムについて 
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【キッズプログラム 子どもパラダイス広場】しおり 

 

この度はキッズプログラム「子どもパラダイス広場」にお申し込みいただきありがとうございます。 

子どものあそび場、学び場、出会いの場として、子どもたちが遊びを創りだします。 

活動場所と内容は森林文化アカデミー内のテクニカルセンター前広場でプレー

パーク、長良川で川遊び（Ｅボートで川下りやストーンペインティングなど）

を予定しています。 

持ち物の準備や集合場所までの送り迎えなどがありますが、ご協力どうぞ宜し
くお願い致します。 

 

プログラム時間帯等  

  

 
11月 2日（土） 
 

 12：40～17：30 

 
□受付時間：12：10～ 
□集合場所：森のコテージ 
□解散場所：テクニカルセンター前広場 
※引き渡しの際は、スタッフにお子様のお名前を伝え、

確認後の解散をお願いします。 

 
11月 3日（日） 
  《A》 9：00～11：10 

《B》12：30～14：30 
《C》15：15～17：15 

 

 
□受付時間：8：30～ / 12：00～ / 14：45～ 
□集合場所：森のコテージ 
□解散場所：テクニカルセンター前広場 
※昼食の時間は親子でお過ごしください。 

子どもパラダイス広場までお迎えをお願いします。 
※引き渡しの際は、スタッフにお子様のお名前を伝え、

確認後の解散をお願いします。 

 
11月 4日（月・祝） 
 
    9：50～11：45 

 
□受付時間：9:20～ 
□集合場所：森のコテージ 
□解散場所：テクニカルセンター前広場 
※引き渡しの際は、スタッフにお子様のお名前を伝え、

確認後の解散をお願いします。 

 

 

 

参加時服装、持ち物 

野外で遊べる格好で、帽子、運動靴。上下別々のレインコート。 

フリースやセーターなど脱ぎ着できて体温調節ができるもの。 

 

リュックの中身 ※全ての持ち物に必ず記名をお願いします。 

□水筒 □着替え一式 □軍手 □レインコート □ハンドタオル □ティッシュ  

□ビニール袋 3 枚（汚れたものを入れたり、拾ったものを入れたりします） 

ゆきえ 
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その他連絡事項 

・当日はフォーラムの Tシャツを着たスタッフが集合場所にてお待ちしています。 

フォーラム Tシャツを目安にお集まり下さい。 

・多少の雨でも、活動が可能な場合はレインコートを着て行います。 

荒天時、外での活動が困難な場合は内容を変更し、室内活動 を行います。 

・たき火を囲んで、食べ物を焼いて食べる活動も行います。食べ物に対するアレルギー反応のある方は、利用

確認書にその旨をご記入して下さい。 

安全への配慮 

・体調不良等があった場合、お申込み時頂いた緊急連絡先へご連絡いたします。  

お子さんのお迎えをお願い致します。活動前日は 早めにお休みになり、元気に活動に 

ご参加下さい。 

・本活動は野外での活動になり、転んでケガをしたり、ナイフやノコギリで手を切ってしまったり、 

たき火で火傷等の可能性があります。安全には十分配慮して活動していますが、野外での活動ですので、そ

のことをご理解いただき参加頂きますようお願い申し上げます。 

・また緊急を要するケガや事故が無いよう日々活動していますが、そのような事故が起きてしまった場合、緊

急時対応マニュアル に沿った適切な対応と処置を致します。また当活動は保険に加入しており、通院、入院

の際はその保険の範囲内で対応致します。 

・災害などにより活動中に避難をする必要が出てきた場合は、スタッフの指示に従い避難場所に移動し待機し

ます。 

お子さんの写真について  

活動中写真を撮り、フォーラムの活動報告書、使用させていただきます。報告書又はインターネット上に掲載

不可の場合はお手数ですが当スタッフまでお知らせ下さい。 

個人情報について   

今回頂いた個人情報は適切に管理し、本活動以外では使用いたしません。また活動終了後一定期間の後データ

の全てを削除致します。  

 その他  

不明点、ご相談がありましたら遠慮なく下記までご連絡ください。 

090-7699-9183 子どもパラダイス広場担当：傍嶋（ソバジマ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



22 

 

   

【キッズプログラム 森のあそび場】しおり 

 

この度は、キッズプログラム「森のあそび場」にお申し込みいただきありがとうございます。 

森林文化アカデミー構内の森の中で、森を感じ、安心して楽しめるよう“森のようちえん的関わり”で 

お子様をお預かりいたします。 

11月の森で、どんな出会いがあるのか、どんな発見があるのか、とても楽しみです。 

また、このプログラムは 岐阜・愛知の森のようちえん実践者と森のようちえん全国ネットワーク連盟の

理事で行います。 

持ち物の準備や、集合場所までの送り迎えなどありますが、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

プログラム時間帯など   

 

11月 2 日（土） 

12：40～17：30 

・受付時間：12：10～ 

・受付場所：森のコテージ前 

・解散場所：テクニカルセンター前広場 

11月 3 日（日） 

《A》 9：00～11:10 

《B》12：30～14：30 

《C》15：15～17：15 

・受付時間：各回 30分前～ 

（8：30～、12：00～、14：45～） 

・受付場所：森のコテージ 

・解散場所：テクニカルセンター前広場 

 ※昼食の時間は親子でお過ごしください 

  B、Cはつづけて預け入れ可能です。 

※引き渡しの際は、スタッフにお子様のお名前を伝え、

確認後の解散をお願いします。 

11月 4 日（月・祝） 

  9：50～11：45 

・受付時間：9：20～ 

・受付場所：森のコテージ前 

・解散場所：テクニカルセンター前広場 

                                              

参加時服装、持ち物   

汚れてもいい服で・長ズボン・帽子・運動靴 上衣は気候により・半袖・長袖・上着をお選び下さい。 

この季節は晴れて動くと日中は暑く、日が沈むと冷えます。 また雨の日は寒いです。脱ぎ着し易い服装でお

いでください。 レインコートは、風を防いだり防寒の効果もあります。 雨でも外で活動しますので上下セパ

レートタイプをご用意ください。  

 

リュックの中身 ※持ち物にはすべて記名してください 

□水筒 □着替え（一式） □軍手  □ハンドタオル  □ティッシュ               

□レインコート □替えのくつ（あると便利）                                                     

□ビニール袋 3枚（汚れ物をいれたり、拾った木の実を入れたりします） 
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その他連絡事項 

・当日はフォーラムの Tシャツを着たスタッフが集合場所にてお待ちしています。 

フォーラム Tシャツを目安にお集まり下さい。 

・多少の雨でも、活動が可能な場合はレインコートを着て行います。 

荒天時、外での活動が困難な場合は内容を変更し、室内活動 を行います。 

・1日目と 2日目の夕方に、たき火を囲んで、何か簡単なオヤツを食べる予定です。 

 アレルギーのある方は申し込み書にその旨をお伝えください。 

安全への配慮 

・体調不良等があった場合、お申込み時頂いた緊急連絡先へご連絡いたします。  

お子さんのお迎えをお願い致します。活動前日は 早めにお休みになり、元気に活動にご参加下さい。 

・本活動は野外での活動になり、転んでケガをしたり、ナイフやノコギリ手を切ってしまう、たき火で火傷な

どの可能性があります。 安全には十分配慮して活動していますが、野外での活動ですので、そのことをご理

解いただき参加頂きますようお願い申し上げます。 

・また緊急を要するケガや事故が無いよう日々活動していますが、そのような事故が起きてしまった場合、緊

急時対応マニュアル に沿った適切な対応と処置を致します。また当活動は保険に加入しており、通院、入院

の際はその保険の範囲内で対応致します。 

・災害などにより活動中に避難をする必要が出てきた場合は、スタッフの指示に従い避難場所に移動し待機し

ます。 

お子さんの写真について  

活動中写真を撮り、フォーラムの活動報告書、使用させていただきます。報告書又はインターネット上に掲載

不可の場合はお手数ですが当スタッフまでお知らせ下さい。 

個人情報について   

今回頂いた個人情報は適切に管理し、本活動以外では使用いたしません。また活動終了後一定期間の後データ

の全てを削除致します。  

 その他  

不明点、ご相談がありましたら遠慮なく下記までご連絡ください。 

090-6933-8080 森のあそびば担当：各務（カカム） 
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【キッズプログラム 託児】しおり 

 

この度は、キッズプログラム「託児」にお申し込みいただきありがとうございます。 

フォーラム開催まで残りわずかとなりました。当日どのような学びが待っているのか、どのような 

心の動きを感じられるのか、今からわくわくしますね。 

みなさまが安心してお子様を預け、フォーラムに落ち着いて参加できるように、岐阜県内の保育士、 

ぎふ木育指導員他、託児スタッフ一同お子さまをお迎えする準備をしております。当日は行き届かな 

いこともあるかと思いますがお子様が安心して過ごすことができるようにかかわらせて頂きます。 

それではみなさまにお会いできることを楽しみにしております。どうぞよろしくお願いします。 

ログラム時間帯など                                  

 

11月 2 日（土） 

12：40～17：30 

・受付時間：12：10～ 

・受付場所：森のコテージ 

・解散場所：森のコテージ 

11月 3 日（日） 

《A》 9：00～11:10 

《B》12：30～14：30 

《C》15：15～17：15 

・受付時間：各回 30分前～ 

（8：30～、12：00～、14：45～） 

・受付場所：森のコテージ 

・解散場所：森のコテージ 

 ※昼食の時間は親子でお過ごしください 

  B、Cはつづけて預け入れ可能です。 

※引き渡しの際は、スタッフにお子様のお名前を伝え、

確認後の解散をお願いします。 

11月 4 日（月・祝） 

  9：50～11：45 

・受付時間：9：10～ 

・受付場所：森のコテージ 

・解散場所：森のコテージ 

 

※受付は託児会場の森のコテージです。 

（３日間とも森のコテージでの託児と変更になりました。） 

・フォーラム会場内は広範囲で高低差もあるため、時間に余裕をもってお越しください。 

・フォーラムプログラムの１０分後までお預かりが可能です。各回終了後お迎えをお願 

いします。 

担当のスタッフより託児中のお子さまの様子をお伝えします。お迎えは原則としてお預 

かりの時と同じ方でお願いいたします。代理の方へのお引渡しをご希望の場合はあらか 

じめお申し出ください。 

・お迎えが予定時刻より１５分以上経過した場合、お伺いしている緊急連絡先に確認を取 

らせて頂きます。 

・受付後、担当の託児スタッフより、【託児受付シート】をもとにお子さまの健康状態等の 

確認をさせて頂きます。 
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持ち物   

一つのバックにまとめてお持ちください ※持ち物にはすべて記名してください 

□受付シート 

□着替え（下着・靴下・シャツやセーター・ズボン等１～２着程度）     

□上着（防寒具・フリース等脱ぎ着をして体温調節ができる服）      □帽子 

□ビニール袋（汚れた服等を入れるのに使います。） 

□おむつやパンツ（３～４枚程度、預ける時間に応じて必要だと思われる枚数をご用意願います。） 

□おしりふき 

□コップ（落としても割れにくいものでお願いします。） 

□バスタオル 1枚（託児の時間によってお昼寝をする場合はお持ちください。） 

□ハンドタオルやガーゼハンカチ（汗やよだれを拭くのに使います。） 

□その他、お子さまが持っていると落ち着けるもの（普段使っているタオルやおしゃぶり等） 

★おもちゃ類の持参はご遠慮ください。 

★これらは１回のお預かりに必要な持ち物です。 

複数回お預けになる方は、着替えやおむつ等は多めにご用意ください。 

★おやつ（１日目・2日目午後）とお茶は託児スタッフが準備をします。   

お菓子等の食品はお預かりできませんのでご了承ください。 

その他連絡事項 

・当日はフォーラムの Tシャツを着たスタッフが集合場所にてお待ちしています。 

フォーラム Tシャツを目安にお集まり下さい。 

安全への配慮 

・当日体調の悪いお子さま（発熱、下痢や嘔吐、薬で一時的に解熱している場合など）はお預かりできません。 

・お預かり中の薬のお預かりはできません。 

・お預かり中にお子さまの具合が悪くなった場合は、緊急連絡先に連絡させていただきます。  

お子さんのお迎えをお願い致します。活動前日は 早めにお休みになり、元気に活動にご参加下さい。 

・また緊急を要するケガや事故が無いよう日々活動していますが、そのような事故が起きてしまった場合、緊

急時対応マニュアル に沿った適切な対応と処置を致します。また当活動は保険に加入しており、通院、入院

の際はその保険の範囲内で対応致します。 

お子さんの写真について  

活動中写真を撮り、フォーラムの活動報告書、使用させていただきます。報告書又はインターネット上に掲載

不可の場合はお手数ですが当スタッフまでお知らせ下さい。 

個人情報について   

今回頂いた個人情報は適切に管理し、本活動以外では使用いたしません。また活動終了後一定期間の後データ

の全てを削除致します。  

 その他  

不明点、ご相談がありましたら遠慮なく下記までご連絡ください。 

090-5450-4916  託児担当：小串（コグシ） 
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 第１５回 森のようちえん全国交流フォーラム inぎふ  

【キッズプログラム（ □託児 ・ □森のあそび場 ・ □こどパラ広場 ）】 

※参加されるキッズプログラムの□にチェックを入れてください。 

受付シート 

★こちらのシートにお子さまの健康状態等をご記入の上、当日、担当のスタッフにお渡しください。 

★ご利用の内容について〇印をお願いします。 

★ご利用の内容について〇印をお願いします。 

また１１月３日（日）については保護者の方が参加される分科会番号をお書きください。 

 

【〇印をお願いします】  １１月２日（土）   １１月３日（日）   １１月４日（祝月） 

名

前 
 

お迎えの

保護者 
 

体

温 
   度    分 

健

康

状

態 

良 い ・ 普 通 ・ 悪 い 

（        ）              
機嫌 

良 い ・ 普 通 ・ 悪 い 

（       ）               

昨

夜

の

睡

眠 

十分 ・ 普通 ・ 不足 

（      ） 

★昨日、本日の体調、機嫌など気になることや配慮すべきことがありましたらご記入ください。 

 １１月２日（土） 12：40～17：30 全体ワークショップ・開会式  

 １１月３日（日）  9：00～11：00 分科会Ⓐ A- 

 １１月３日（日） 12：30～14：30 分科会Ⓑ B- 

 １１月３日（日） 15：15～17：15 分科会Ⓒ C- 

 １１月４日（祝月） 10：00～11：45 ふりかえり・トークセッション  

当日要提出 
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 第１５回 森のようちえん全国交流フォーラム inぎふ 

【キッズプログラム（ □託児 ・ □森のあそび場 ・ □こどパラ広場 ）】   

※参加されるキッズプログラムの□にチェックを入れてください。お手数ですが、お子様 1人に 1枚作成願います。 

利用確認書 

10月 18日（金）までに要返信 

 

                             ご記入日 令和  年  月  日 

 

★下記の内容についてご記入のうえ、メールにて提出してください。＜Mail ： kidsforum2019@gmail.com＞ 

お子さま氏名（ふりがな） 性別 呼び名・ニックネーム 生年月日 

   平成   年   月   日  

当日の月齢 

（  歳  か月） 

保護者氏名（ふりがな） 続柄 当日の緊急連絡先 血液型 

  ※当日に連絡のとれる携帯番号等を 

ご記入ください 

A ・ B ・ O ・ AB  

・ 不明 

（特記事項） 

現在の身長体重（託児のみ） 平熱 排泄について（託児・森のあそび場） 

ｃｍ 
   度   分 

パンツ・おむつ 

（特記事項） 

ｋｇ 

留意事項 

（アレルギー・既往歴・ぜん息・熱性けいれん・脱臼しやすい等配慮すべきことがありましたらご記入ください。）  

 

今までに森のようちえん、キッズキャンプなど 

子どもだけの野外活動の経験はありますか？ 

（森のあそび場・こどパラ広場参加の場合のみ） 

有 ・ 無 

お昼寝の有無 有（時間帯      ）・無 その他 

好きなこと ※託児中、活動中に配慮すべきことがありましたら 

ご記入ください。 だっこ・おんぶ・歌・絵本・ごっこ遊び・車や電車 

外あそび、野外炊事、その他 

（   ）  

★託児でお預かりするお子さまの対象年齢は、満 1歳～2歳児（3 歳含む）の未就園児までとさせて頂きます。 

★森のあそび場でお預かりするお子様の対象年齢は、3 歳児～6歳児の就園児のみとさせて頂きます。 

★こどパラ広場でお預かりするお子様の対象年齢は、就学児以上のお子様です。 

★記入して頂いたこちらの資料は必要な情報を把握し、託児、活動の参考にするものです。 

 


